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今月号の
主な内容

■特集　平成25年度当初予算・主な事業
■ふるさと納税ありがとうございます
■カタクリ開花で江府町に春の訪れ
■まちの教育
■水道・下水道料金の見直しについて
■役場機構改革・町職員の人事異動

……2～4
……………5
………………7

……………………………………8～11
……13～14
………15～16

■まちの人口　3,353人（＋２）
男　1,563人（－３）
女　1,782人（－３）

■世帯数　　1,127世帯（＋５）

3月末現在（　　）は前月比

春の風を感じて
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3 平成25年４月号

特集　当初予算

行
財
政
方
針
に
つ
い
て

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう予算

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事業を

　　　　　　 行う予算

【町　　税】みなさんが納めた税金

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって繰り

　　　　　　入れたお金

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負担し

　　　　　　ていただくお金

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざまな収入

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金の中

　　　　　  から、町の財政状況に応じて交付

　　　　　   されるお金

【町　　債】町の借金。大きな事業を行うため

　　　　　   に国や金融機関から借り入れたお金

【国・県支出金】特定の目的のために国や県から交

　　　　　　付されるお金

【自主財源】町独自に入ってくるお金

【依存財源】国や県から交付や、借り入れたお金

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員などの

　　　　　　 報酬

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。児

　　　　　　童手当、医療扶助など

【公 債 費】借り入れたお金の返済金

【普通建設事業費】道路など整備するためのお金

【積 立 金】積み立てたお金

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など

当
初
予
算

当
初
予
算

当
初
予
算

平成25年度

人件費
6億1,986万円
14.4％

公債費
5億7,874万円
13.4％

扶助費
2億1,500万円
5.0％

扶助費
2億1,500万円
5.0％

普通建設事業
14億5,066万円
33.6％

補助費等
4億5,913万円
10.6％

補助費等
4億5,913万円
10.6％

物件費
4億6,849万円
10.9％

物件費
4億6,849万円
10.9％

維持補修費
1億1,908万円
2.8％

貸付金
709万円
0.1％

その他
2,552万円
0.6％

繰出金
3億7,043万円
8.6％

特別会計当初予算

会 計 名 平成24年度平成25年度
146万円

4億999万円

2億5,128万円

5億243万円

267万円

4,816万円

5,379万円

6,898万円

157万円

4億560万円

2億4,052万円

5億3,675万円

267万円

5,097万円

5,111万円

7,614万円

107.5％

98.9％

95.7％

106.8％

100.0％

105.8％

95.0％

110.4％

対前年比
住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険(事業勘定）

国民健康保険(施設勘定）

介護保険事業(保険事業勘定)

介護保険事業(サービス事業勘定)

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

会 計 名 平成24年度平成25年度
1億2,167万円

1億9,112万円

556万円

5,714万円

316万円

136万円

475万円

17億2,352万円

9,777万円

1億9,047万円

554万円

8,092万円

275万円

136万円

525万円

17億4,939万円

80.4％

99.7％

99.6％

141.6％

87.0％

100.0％

110.5％

101.5％

対前年比
簡易水道事業

農業集落排水事業

林業集落排水事業

特定環境保全公共下水道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

　　合　　　　　　計

義務的経費
32.8％

投資的経費
33.6％

その他の経費
33.6％

その他の経費
33.6％

歳出総額
43億1,400万円

町税
8億1,146万円
18.8％ 繰入金

1億1,661万円
2.7％

諸収入
5,985万円
1.4％

分担金及び負担金
2,093万円
0.5％

その他
8,233万円
1.9％

国県支出金
6億9,112万円
16.0％ 地方交付税

12億6,500万円
29.3％

地方交付税
12億6,500万円
29.3％

その他
5,850万円
1.4％

町債
12億820万円
28.0％

町債
12億820万円
28.0％ 自主財源

25.3％
自主財源
25.3％

依存財源
74.7％
依存財源
74.7％

歳入総額
43億1,400万円

＝
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い

　
　輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
＝

　平
成
25
年
度
の
国
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
「
復
興
・
防
災
対
策
」
「
成
長
に

よ
る
富
の
創
出
」
「
暮
ら
し
の
安
心
・

地
域
活
性
化
」
に
重
点
が
お
か
れ
予
算

編
成
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
地
方
に
大
き
な
影
響
の
あ
る
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
全
体
で
平

成
24
年
度
と
同
水
準
が
確
保
さ
れ
、
引

き
続
き
地
方
財
政
の
財
源
確
保
は
図
ら

れ
る
見
込
み
で
す
。

　江
府
町
の
平
成
25
年
度
予
算
は
、
歳

入
に
つ
い
て
、
町
税
は
固
定
資
産
税
を

中
心
と
し
て
わ
ず
か
な
増
額
を
見
込
み
、

地
方
交
付
税
は
起
債
償
還
額
の
減
額
に

と
も
な
い
、
前
年
度
に
引
き
続
き
減
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
懸
案
の
中
学
校
建
設
に
伴
い
、

　平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算
が
３
月

22
日
議
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　一
般
会
計
43
億
１
，
４
０
０
万
円
、
特
別
会
計
17
億

４
，
９
３
９
万
円
、
合
わ
せ
る
と
60
億
６
，
３
３
９
万
円

と
な
り
ま
す
。

全
体
事
業
の
調
整
や
経
費
削
減
な
ど
に

努
め
な
が
ら
、
国
庫
補
助
金
、
基
金
繰

入
、
起
債
な
ど
の
増
額
に
よ
り
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

　歳
出
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度
か
ら

減
少
に
転
じ
た
公
債
費
（
い
わ
ゆ
る
起

債
の
償
還
額
）
は
、
平
成
25
年
度
に
お

い
て
も
６
，
８
３
７
万
円
減
額
と
な
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
多
額
の
償
還
が

続
き
ま
す
。

　大
き
な
事
業
を
中
心
に
ま
と
め
た
新

年
度
予
算
は
、
地
域
が
元
気
の
出
る
取

組
み
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
上

下
水
道
な
ど
、
町
民
の
生
活
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
効
率
的
な
事
業
の
実
施
を
目

指
し
編
成
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
25
年
度
は
、
江
府
町
が

発
足
し
て
60
年
と
な
る
節
目
の
年
で
、

秋
に
は
記
念
式
典
を
行
う
予
定
で
す
。

　厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、

倹
約
と
工
夫
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

 

主
な
事
業

○
安
心
安
全
な
教
育
環
境
整
備

　建
設
か
ら
50
年
以
上
経
過
し
た
江
府

中
学
校
の
新
築
移
転
に
11
億
１
，９
７
９

万
円
町
民
プ
ー
ル
の
移
転
整
備
に
１
億

５
，
９
６
４
万
円
が
重
点
の
一
つ
と
な

っ
て
お
り
、
町
に
と
っ
て
非
常
に
大
き

な
事
業
で
す
。

　「
教
育
の
充
実
は
、
国
と
地
域
を
支

え
る
根
幹
で
あ
る
」
と
い
う
思
い
を
も

と
に
、
未
来
へ
の
大
い
な
る
投
資
と
し

て
、
教
育
の
施
設
と
内
容
の
一
層
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

○
防
災

　新
た
な
防
災
計
画
の
も
と
、
引
き
続

き
訓
練
や
防
災
施
設
な
ど
の
、
維
持
整

備
や
防
災
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

○
少
子
化
対
策
・
子
育
て

　国
や
県
の
助
成
を
利
用
し
な
が
ら
、

乳
幼
児
、
住
民
の
検
診
事
業
、
予
防
接

種
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
み
、
不
妊
治

療
に
対
す
る
助
成
や
保
育
料
低
減
対
策

を
行
い
ま
す
。

○
福
祉
・
高
齢
者
対
策

　福
祉
事
務
所
機
能
を
十
分
に
活
用
し
、

高
齢
者
買
物
支
援
な
ど
、
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
の
支
援
策
、
特
に
「
見
守

り
・
認
知
症
対
策
」
に
取
組
む
と
と
も

に
疾
病
予
防
の
各
種
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

○
生
活
環
境
整
備

　上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
整
備
が

完
了
し
た
地
区
以
外
の
地
域
に
お
け
る

支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
設
備
の
更

新
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め

の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
町
営
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
利
用

支
援
に
よ
る
、
安
全
な
生
活
交
通
の
維

持
確
保
に
よ
り
、
生
活
基
盤
の
安
定
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
農
林
業
振
興

　引
き
続
き
水
路
な
ど
の
農
業
基
盤
整

備
や
畜
産
環
境
の
向
上
、
有
害
鳥
獣
対

策
や
林
業
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
、
農

地
を
活
か
す
取
組
み
や
地
域
産
業
振
興

対
策
を
進
め
ま
す
。

○
継
続
的
事
業

　町
道
洲
河
崎
下
安
井
線
改
良
工
事
や

上
下
水
道
施
設
の
改
良
整
備
、
道
路
維

持
管
理
な
ど
住
民
の
生
活
環
境
の
維
持

整
備
に
取
組
み
ま
す
。

○
地
域
が
元
気
の
出
る
取
組
み

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
の
導
入
や

地
元
大
学
や
県
外
の
学
生
が
江
府
町
で

行
う
活
動
と
連
携
し
な
が
ら
、
民
産
官

が
協
力
し
、
地
域
が
元
気
に
な
る
支
援

や
キ
ッ
カ
ケ
作
り
に
取
組
み
ま
す
。

　将
来
、
振
り
返
っ
た
と
き
、
平
成
25

年
度
が
「
江
府
町
が
小
さ
く
て
も
活
気

の
あ
る
自
立
し
た
町
」
と
し
て
存
在
す

る
転
換
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
よ
う
、

積
極
的
な
思
考
と
実
行
に
も
と
づ
く
、

共
同
連
携
と
自
立
の
年
に
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。
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平成25年度  主な事業平成25年度  主な事業

98

300

573

508

134

6,649

554

150

75

901

277

103

791

107

150

6,579

13,009

272

500

111,979

330

1,377

15,964

事業内容事業名

町 制 6 0 周 年 記 念 事 業 　町制60周年を記念し式典を行う。

特 産 品 振 興 事 業
　現在のみちくさ隣接地に､平成26年度完成で鳥取県が
道の駅を整備する。道の駅に町は､休憩・特産品販売な
どができる施設を整備する。（H25設計　H26建設）

地 域 お こ し 支 援 事 業
　都市地域から町内に移り住み、地域の農林業・環境
保全活動・生活支援などに3年を限度に従事する協力隊
員を募集・雇用し､集落など地元に派遣し支援を行う。

地域包括ケア推進事業
　地域包括支援センターに人材を配置し、介護と地域
福祉・地域防災を一体的に推進し、トータルで高齢者
を地域で支える仕組みを構築する。

交 通 弱 者 対 策 事 業 費
　公共交通機関利用が困難である方、高齢者などの通
院、買物などに役立てていただくため、交通弱者対策
事業として、タクシー利用に対する助成を行う。

三町衛生施設組合負担金
（ご　み）　　　　　　　

　一般経常経費のほか、25年度に予定されているごみ
処理施設の大規模改修に伴う経費負担。

がんばる地域プラン事業
　西部農協で白ねぎと大山ブロッコリー、町で特栽コシヒ
カリとコンニャク芋を対象品目にしたプランを計画。この
プランに基づき、5か年間でソフト、ハードの事業を行う。

戸別所得補償経営安定
推 進 事 業

　担い手として位置づけられた新規就農者に、青年就
農給付金を交付する。これにより、就農初期段階での
生活資金確保につながり、就農の後押しができる。

新 規 就 農 支 援 事 業
　新規就農者が、県のアグリスタート研修生として就農研
修を行っている。研修終了後に白ねぎ生産者として就農予
定であり、最低限の農業機械を整備する経費を支援する。

農村災害対策整備事業
　山腹水路の災害を未然に防ぐとともに適正な管理ができる
よう水路改修を行い、地域住民の安全性の確保をと効率的な
施設維持管理ができるようにする。（県営事業負担金）

農 地 ・ 水 保 全 管 理
支 払 交 付 金

　農地・水保全管理直接支払い交付金に取組むことに
より、地域主体による、施設の維持修繕を行ない、施
設の長寿命化、地域の施設管理労力の軽減化を図る。

下蚊屋ダム濁水対策事業
　国、県、町、農業者などの関係機関で構成するプロ
ジェクトチームにより濁水の対策案を検討、鳥取県が
事業主体となって実証試験を実施する。（負担金）

有 害 鳥 獣 駆 除 事 業
　有害鳥獣捕獲による個体数調整に取り組むととも
に、侵入防止対策として、ワイヤーメッシュによる集
落や団地単位での防止柵の整備を推進する。

全 国 植 樹 祭 推 進 事 業
　植樹会場周辺の景観整備を行う。また、優れた自然
環境、それを生かす積極的な取組みを町内外に紹介
し、本町の森林・自然環境への関心を高める。

地 域 振 興 事 業
町制60周年記念事業関連
　町商工会に委託し、商品券購入価格の15%を上乗せ
した商品券を販売し、町内での消費促進を図る。

県道維持連携共同事業
　町内の県道について、県より委託を受け維持管理・
除雪などを行う。

町 道 洲 河 崎 下 安 井 線
道 路 改 良

　日野川への架橋整備により、集落間はもとより周辺
地域とのアクセス強化を図り地域の発展に寄与し交通
の安定を図る。（県委託）

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル
ワ ー カ ー 事 業

　学校において教職員と情報交換をするとともに、児童生
徒の実態を観察し、気になる面について早めの対応をする
など、不登校やいじめの未然防止のための活動も行う。

教 育 振 興
(協力金方式少人数学級)

　中学校で規定に満たない少人数学級を編成するため
の教員派遣負担金(協力金方式)

公民館事業（美術展）
町制60周年記念事業関連
　サントリーと共催し美術展を行い、文化・芸術への
興味、振興を図る。

学校給食費(公会計移行)
　学校給食費会計を学校給食会から町一般会計へ移行
し、公会計で管理をする。

町 民 プ ー ル 移 転 事 業
　中学校建設に伴い、老朽化した町民プールを更新
し、町民のさらなる健康増進を図る。

中 学 校 校 舎 建 設 事 業 　中学校舎を新築し、より良い教育環境を整備する。

事業費

（単位：万円）

総 務 費

民 生 費

商 工 費

費 目

【一般会計】

衛 生 費

農林水産業費

土 木 費

教 育 費
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まちの話題

たくさんの
ふるさと納税  ありがとうございます！たくさんの
ふるさと納税  ありがとうございます！

　江府町では、平成24年度中に以下の皆様からご寄付を頂きました。ご厚意に感謝す
るとともに、いただいたご寄付につきましては、「江府町ふるさと応援基金」にいっ
たん積み立てたあと、元気で明るい輝きのあるまちづくりのために大切に活用させて
いただきます。

平成24年４月～平成25年３月までにご寄付いただいた方　※順不同

田中敬太郎　様 (兵庫県）
相馬　武志　様 (埼玉県）
松尾　和寛　様 (大阪府）
大串　元一　様 (埼玉県）
吉田　　亮　様 (東京都）
加藤　康之　様 (兵庫県）
野村　秀成　様 (北海道）
大西　健吾　様 (大阪府）
宮西　　香　様 (大阪府）
井上　聖也　様 (大阪府）
千葉　暢一　様 (大阪府）

柳川　利正　様 (北海道）
片山　　威　様 (岡山県）
清水　伸二　様 (埼玉県）
下川　泰史　様 (兵庫県）
中尾俊二郎　様 (愛知県）
平野　宏志　様 (東京都）
須藤　一郎　様 (東京都）
村田　暢之　様 (埼玉県）
新村　昌弘　様 (鹿児島県）
金丸　俊郎　様 (東京都）
清水　勇雄　様 (埼玉県）

津和崎宏児　様 (東京都）
片山　文彦　様 (岡山県）
清水眞知子　様 (埼玉県）
加藤美有希　様 (大阪府）
森川　光也　様 (愛知県）
朝井　裕一　様 (北海道）
櫻澤　博文　様 (神奈川県）
山田　隆人　様 (東京都）
小野木章光　様 (東京都）
日比　茂人　様(愛知県）
匿名希望の方　163名

中尾　達治　様 (鳥取県）
中村　　玲　様 (埼玉県）
木谷　憲典　様 (鳥取県）
岡田　洋介　様 (愛知県）
大口　修平　様 (東京都）
堀江　紀宏　様 (東京都）
岩永　晴美　様 (神奈川県）
大橋　竜一　様 (千葉県）
江本　健一　様 (長野県）
金子　洋子　様 (神奈川県）

合計205名　2,735,000円

■お問合せ　役場奥大山まちづくり推進課　☎75－3222　FAX　75－3455　Mail　furusato@town-kofu.jp

■お申込み　江府町ふるさと納税サイト　http://www.town-kofu.jp/p/2/1/3/8/

さらに充実！お得なお礼商品が24種類！

生椎茸詰合せ、奥大山こんにゃくなど

　平成25年４月から、ふるさと納税いただいた方にお贈

りするお礼商品の内容を更新しました。

　昨年度より種類豊富な全24種類（2,000円～10,000円

相当）の中から、

○１万円以上寄付いただいた方には１品

○３万円以上寄付いただいた方には２品

　お好きなものをお選びいただきます。

　江
府
町
消
防
団
長
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
大

岩
泰
彦
氏
が
再
任
さ
れ
、

竹
内
町
長
か
ら
辞
令
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
大

岩
団
長
は
、
「
消
防
団
の
活
動
は
、
従
来
か
ら
の

消
火
・
警
防
活
動
の
ほ
か
、
防
火
指
導
や
予
防
啓

発
な
ど
多
様
化
し
て
お
り
、
幅
広
い
人
材
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
の
充
実

強
化
、
地
域
の
安
全
確
保
と
い
う
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
結
び
つ
き
と
い
っ
た

観
点
か
ら
も
、
地
域
に
密
着
し
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　大
岩
団
長
の
任
期
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

江
府
町
消
防
団
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
４
月
１
日
付
）

昇
任

　第
２
分
団
　分
団
長
　

　日
野
尾

　泰

　司

　
　
　
　
　
　
　　副
分
団
長
　松

　原

　俊

　二

　
　
　
　
　
　
　　班

　長
　

　加

　藤

　邦

　樹

　
　
　
　
　
　
　　班

　長

　　西

　岡

　浩

　治

入
団

　第
２
分
団
　団

　員

　　福

　井

　修

　一

　
　
　
　
　
　
　　団

　員

　　下

　垣

　雄
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
３
月
31
日
付
）

退
団

　第
２
分
団
　分
団
長

　　桑

　原

　
　
　巧

　
　
　
　
　
　
　　副
分
団
長
　小

　林

　健

　治

江
府
町
消
防
団
長
に

　大
岩
泰
彦
氏
が
再
任

▲大岩泰彦消防団長
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ろ
く
ろ
講
習
会
開
催

　江
府
町
木
工
工
芸
同
好
会
の
木
工
ろ
く
ろ
講

習
会
が
、
２
月
９
日(

土)

か
ら
３
月
９
日(

土
）

ま
で
の
９
日
間
、
町
の
木
工
加
工
作
業
所
（
日

輪
閣
１
階
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　本
年
度
は
２
名
の
方
が
受
講
。
同
好
会
の
小

椋
福
治
さ
ん
（
下
蚊
屋
）
を
講
師
に
、
会
員
の

み
な
さ
ん
の
補
助
を
受
け
て
、
機
械
の
操
作
か

ら
菓
子
器
、
小
鉢
、
大
鉢
な
ど
の
作
品
の
仕
上

げ
ま
で
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

　同
好
会
の
会
長
、
米
田
明
さ
ん
（
江
尾
）
は

「
実
質
６
日
間
の
短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
作
品
が
出
来
上
が
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
は

若
い
こ
と
も
あ
っ
て
呑
み
込
み
も
早
く
、
技
術

的
に
も
し
っ
か
り
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
喜
ん
で
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　３
月
９
日
（
土
）
に
は
修
了
式
を
行
い
、
会

員
の
み
な
さ
ん
と
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
海
新
聞

　
　ふ
る
さ
と
大
賞
表
彰
式

　３
月
７
日
（
木
）
、
「
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０

１
２
」
（
主
催

：

新
日
本
海
新
聞
社
）
の
表
彰
式
が
、
江
府

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　地
域
貢
献
賞
は
、
「
ト
ン
カ
チ
屋
さ
ん
」
（
代
表

：

末
次

喜
三
男
さ
ん
）
で
す
。

　２
０
０
３
年
に
宮
市
集
落
の
住
民
で
立
ち
上
げ
た
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
会
員
の
技
能
や
特
技
を
生
か
し

独
居
高
齢
者
世
帯
に
お
け
る
冬
場
の
除
雪
作
業
や
地
域
の
美

化
作
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
は
「
鏡
ヶ
成
を
歩
こ
う
会
」
（
代
表

：
川

上
憲
司
さ
ん
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　町
主
催
で
実
施
し
て
い
た
「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里

　全
国

ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
途
絶
え
た
後
、
「
町
の
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
た
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
存
続
さ
せ
た
い
」

思
い
か
ら
同
会

を
結
成
さ
れ
、

２
０
０
６
年
か

ら
「
鏡
ヶ
成
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
大
会
」
を
自

主
開
催
す
る
か

た
わ
ら
、
競
技

の
振
興
・
発
展

に
尽
力
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

▲受講生と完成した作品

　３
月
10
日
（
日
）
、
本
町
５
丁
目
、
吉
原
集
落
で
消

防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　事
前
に
作
成
し
た
集
落
内
の
要
援
護
者
や
避
難
場

所
・
消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
位
置
等
を
記
載
し
た
「
支

え
愛
マ
ッ
プ
」
を
確
認
し
な
が
ら
、
災
害
時
の
避
難
訓

練
を
実
施
。
逃
げ
遅
れ
た
方
を
車
い
す
で
救
出
す
る
場

面
も
。
ま
た
、
町
消
防
団
第
３
分
団
（
女
性
消
防
団
）

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
訓
練
実
施

本
町
５
丁
目
・
吉
原
集
落

▲女性消防団による初期消火訓練 ▲車いすの搬送
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鳥取県日野地区連携･共同協議会

このページは日南町、日野町、江府町、日野総合事務所が連携、共同して情報発信しています。(鳥取県日野地区連

携・共同協議会実施事業）今回は、毛無山登山道開き祭の紹介です。

カ
タ
ク
リ
開
花
で

　江
府
町
に
春
の
訪
れ

カ
タ
ク
リ
開
花
で

　江
府
町
に
春
の
訪
れ

毛
無
山
登
山
道
開
き
祭

　毎
年
４
月
29
日
、
「
昭
和
の
日
」
に

毛
無
山
登
山
道
開
き
が
行
わ
れ
、
今
年

で
17
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　こ
の
日
の
た
め
に
、
前
年
の
晩
秋
に

｢

白
馬
の
会(

代
表

　山
本
信
男
さ
ん)

」

会
員
15
名
で
登
山
道
の
維
持
修
繕
作
業

を
行
い
、
ま
た
併
せ
て
希
少
植
物
「
カ

タ
ク
リ
の
花
」
の
保
護
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　晴
れ
た
日
に
朝
日
を
受
け
て
開
き
、

花
片
を
極
端
に
反
り
返
ら

せ
、
さ
な
が
ら
イ
ナ
バ
ウ

ァ
ー
を
披
露
。
夕
暮
れ
に

は
そ
の
花
を
閉
じ
、
雨
や

曇
り
の
日
に
は
開
か
な
い

お
天
気
次
第
気
難
し
屋
で

も
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
「
カ
タ
ク
リ
」

は
遠
く
万
葉
の
昔
か
ら
堅

香
子
の
名
で
詠
ま
れ
、
万

葉
集
の
中
で
大
伴
家
持
が

う
た
っ
て
お
り
ま
す
。

「
も
の
の
ふ
の

　八
十
娘

子
ら
が

　汲
み
乱
ふ

　寺

井
の
上
の

　堅
香
子
の
花｣

こ
ん
こ
ん
と
湧
く
清
泉
、

入
り
乱
れ
る
乙
女
、
群
生

す
る
美
し
い
花
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
で
す
。

　こ
の
毛
無
山
に
群
生
し

た
「
カ
タ
ク
リ
の
花
」
を
一
目
見
よ
う

と
県
内
外
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
足
を

運
び
、
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
可
憐
な
オ
ペ
ラ
色

の
花
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

■日　時　平成25年4月29日(月) (昭和の日)

■場　所　鳥取県江府町側　毛無山

　　　　　(集合場所は、中国電力サージタンク前)

■日　程　午前9時30分　山開き神事

　　　　　神事終了後、自由に登山開始

■参加料　無料

■その他　参加希望の方は、各自現地集合、現地

　　　　　解散してください。

　　　　　準備品は、必要と思われるものを各自

　　　　　ご用意ください。

　　　　　雨天の場合は中止になります。

　　　　　送迎バスはありません。

　　　　　当日は、みそ汁コーナー・コーヒーサ

　　　　　ービスなどをご用意しています。

■問い合わせ先　江府町役場内　加藤　75-6610

■主　催　白馬の会　

　　　　　689-4414 鳥取県日野郡江府町俣野

　　　　　白馬の会 会長　山本信男

毛無山アクセスマップ

や
そ
お
と
め

ま
が

か
た

　か

　ご
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まちの教育

　今
年
度
の
人
権
相
談
所
開
設
日
程
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　４
月
10
日
（
水
）

　
　５
月
８
日
（
水
）

　
　６
月
３
日
（
月
）

　
　７
月
10
日
（
水
）

　
　８
月
７
日
（
水
）

　
　９
月
11
日
（
水
）

　
　10
月
９
日
（
水
）

　
　11
月
13
日
（
水
）

　
　12
月
４
日
（
水
）

　
　１
月
８
日
（
水
）

　
　２
月
12
日
（
水
）

　
　３
月
12
日
（
水
）

■
場

　所

　防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー

■
時

　間

　午
前
９
時
か
ら
正
午

　相
談
は
道
下
隆
秀
人
権
擁
護
委
員
と

藤
原
敏
江
行
政
相
談
員
が
お
受
け
し
ま

す
。

無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　相
談
日
程
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
教
育
委
員
会
人
権
同
和
対
策
室

（
☎

　75

－

２
０
０
５
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　江
府
町
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
（
会
長

　遠
藤
敏
彦
）

は
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
社

会
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
と

し
て
、
３
月
16
日
総
合
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
指
導
・
実

習
室
に
お
い
て
「
男
の
料
理
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
男
性
た
ち
は
20
代
か
ら
70

代
ま
で
の
15
名
。
き
ち
ん
と
手

指
を
洗
い
身
支
度
を
整
え
た
あ

と
、
講
師
の
谷
口
歌
子
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
会
長
の
指
導

の
も
と
、
３
班
に
分
か
れ
て
早

速
調
理
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
こ
と
な
が
ら
も
、
和

気
あ
い
あ
い
楽
し
く
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
ご
ち

そ
う
は
「
本
格
手
打
ち
そ
ば
」

「
鶏
肉
の
包
み
焼
」
「
厚
焼
き

玉
子
」
の
三
種
。
皆
で
お
い
し

く
い
た
だ
き
な
が
ら
、
「
ま
た

や
り
た
い
ね
。
」
「
家
で
も
作

っ
て
み
よ
う
か
な
。
」
な
ど
、

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
男
女
共

同
参
画
へ
の
意
識
向
上
に
一
役

か
い
ま
し
た
。

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
　
　開
設
日
程

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
　
　開
設
日
程

平
成
25
年
度

江府町男女共同参画推進委員会主催

男の料理教室 を開催しました男の料理教室 を開催しました

そば打ち初体験！！
そば粉をこねるのにとても力がいるのにびっく
りしました。なので、こねて、丸めてまでの作
業にちょっと時間がかかってしまいました。
鶏肉の蒸し焼きもちょっと目を離してしまって
少し焼けすぎてしまいました。
しかし、味は最高！！
ヘルシーでとてもおいしくできました。また
作ってみたいです。
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　私の体験から話をすると、小学校、中学校と「いじめ」られていました。私は親と暮らしていなかったの

で、親に相談することもできず、他の大人にも、先生にも言えず毎日長い一日を繰り返してきました。その

「いじめ」は、集団での※シカト、悪口、物をかくされたり、学校の机の上にバッタの死骸が置いてあったり

したときもありました。そんな「いじめ」が毎日、毎日つづいていました。それでも学校に行かなくてはな

らず、本当に何をしに行っているのかわからない生活でした。

　そんな私にもなぜだか友達ができたのです。友達のいる生活が楽しくて、うれしくて死のうと本気で思っ

た自分が情けなくてどうしようもありませんでした。

　友達との楽しい生活の中でも、やはり「いじめ」はつづいていました。

　しかし、もう死のうという気にはならず、むしろ私にも友達ができて生きていたらいい事がこれからもた

くさんあるかもしれないと思えるようになりました。そして、その友達と一緒の高校に行き３年間を過ご

し、それぞれの道へと進みました。

　今、私は人の親になりました。「いじめ」をしていた子も親になっています。そして、私はその人と普通

に会話をしています。あのことを忘れたように・・・。

　いじめを乗り越えさせてくれたのは、やはり友達です。あの時、あの子たちがいなければ私はいなかっ

た。

「本当にありがとう」

　今、「いじめ」で悩んでいる子も、「いつかは幸せが来るんだよ。」希望を捨てないで生きてほしいで

す。

　江府小、江府中で「いじめ」がない事を願っています。

　私は正直、この年になるまで人権について勉強をするとは思いもしませんでした。

　たしか、小学校の頃に部落差別について勉強したことがあり、それが今でも続いているとは思わなかった

のです。

　でもそれは、同和問題だけでなく女性の問題であったり、老人の問題であったり、子供に対する問題であ

ったりしたのです。「びっくりです。」

　何度か「たんぽぽ学級」に行ったのですが、毎回テーマが違い、いろんな人権について考えることができ

ました。

　私は、たくさんの問題がなくなってくれること、そして、みんなが笑顔で幸せを感じながらこの江府町で

過ごせることを願っています。

　私は江府町が大好きです。

　人にやさしく、なにより子供にやさしい、そんな人々がたくさん暮らしている、この江府町でずっと生き

ていきたいと思います。
※シカト・・・無視

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　　ＬＯＶＥ江府町

このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室

までお寄せください。

友達とわたし・・・そして笑顔かがやく未来へ

今回は「江府町ＬＯＶＥ」さんが「いじめ」にあったときの体験をか

たってくれました。そしてそれを乗り超えることができたきっかけが

「友達」でした。１人でも寄り添い、受け止めてくれる人がいることで

「明日を笑顔で迎えることができる」のだということを改めて教えても

らいました。

　私たち大人もまだまだ成長段階です。一緒に「心の成長」を促してい

きましょう。
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学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

神楽のお面をかぶらせもらいました

児
童
の
手
紙
よ
り

「
３
月
８
日
は
、
荒
神
神
楽

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
っ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
楽
は
江
戸
時
代
か
ら
始

ま
っ
た
こ
と
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ふ
つ
う
は
あ
と
つ

ぎ
の
人
が
い
な
く
て
こ
ま
る

そ
う
で
す
が
、
下
蚊
屋
で
は
、

今
は
こ
ま
っ
て
い
な
く
て
、

す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

け
ん
こ
う
を
い
の
る
の
は
、

『
き
つ
ね
ぎ
ゃ
ー
る
』
と
同

じ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
」

「
３
月
８
日
は
、
荒
神
神
楽

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
っ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぼ
く
の
心
に
残
っ
た
道
具
は
、

お
ろ
ち
の
頭
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
か
っ
こ
い
い
か

ら
で
す
。
特
に
角
が
す
る
ど

く
て
強
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。

ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
と
た
た

か
う
時
に
、
強
い
ぶ
き
に

な
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
紹
介

　コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
、

学
校
お
助
け
隊
と
学
校
や
保
育

園
を
つ
な
ぐ
、
橋
渡
し
役
の
こ

と
で
す
。

　今
年
度
か
ら
、
学
校
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
堀
田
正

人
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。

 

「
４
月
か
ら
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
業

務
な
の
で
、
皆
様
方
に
、
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
業
務

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
学
校
お
助
け
隊
の
皆
様

方
に
は
、
特
に
お
世
話
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。

　こ
れ
か
ら

も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

の
依
頼
・
協

力
の
お
願
い

を
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
」

　鳥
取
県
で
は
、
学
校
の
先
生
を
対
象
に
し

た
、
長
期
社
会
体
験
研
修
と
い
う
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
広
い
視
野
や
柔

軟
な
発
想
力
な
ど
を
身
に
付
け
、
教
員
と
し

て
の
資
質
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
学
校
と

は
違
う
職
場
に
１
年
間
研
修
生
と
し
て
派
遣

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
近
年
は
、
保
育
園

と
小
学
校
の
連
携
と
い
う
こ
と
で
、
保
育
園

に
派
遣
さ
れ
る
先
生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

研
修
生
と
な
る
先
生
は
、
１
年
間
保
育
園
に

勤
務
し
、
保
育
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
小
学

校
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
学
校
に
発
信
し
た

り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

　江
府
町
で
も
、
保
小
連
携
を
進
め
て
い
く

た
め
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
江
府
小
学
校

か
ら
子
供
の
国
保
育
園
に
研
修
生
を
派
遣
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
研
修
生
は
、
江
府
小

の
大
森
貞
子
先
生
で
す
。
保
小
連
携
の
要
と

し
て
、
１
年
間
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
大
森
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　江
府
小
学
校
の
３
年
生
は
、

郷
土
に
つ
い
て
調
べ
る
「
江
府

町
の
じ
ま
ん
を
調
べ
よ
う
」
と

い
う
学
習
を
し
ま
す
。
３
年
生

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
小
原
集

落
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
で
収
穫

体
験
を
す
る
な
ど
、
地
域
に
出

か
け
て
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
下
蚊
屋
荒
神
神
楽
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　３
月
８
日
、
子
ど
も
達
は
下

蚊
屋
集
落
に
出
か
け
、
お
助
け

隊
の
小
椋
和
美
さ
ん
に
練
習
の

様
子
や
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　一
着
が
数
百
万
円
も
す
る
衣

装
や
実
物
の
道
具
を
見
せ
て
も

ら
い
、
子
ど
も
達
も
び
っ
く
り
。

ま
た
一
つ
、
郷
土
の
じ
ま
ん
を

発
見
す
る
学
習
に
な
り
ま
し
た
。

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

小学校の先生が保育園の先生に小学校の先生が保育園の先生に

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

　今
年
度
、
子
供
の
国
保
育
園

で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
54
名
の
園
児

が
に
ぎ
や
か
に
活
動
す
る
姿
は
、

本
当
に
愛
ら
し
く
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

園
の
様
子
を
学
校
に
伝
え
る
こ

と
を
第
一
と
し
て
、
未
熟
な
が

ら
１
年
間
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

研
修
生

　大
森
貞
子
先
生
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Hello everyone!
I am looking forward to Spring coming.  The other day, I saw some very bright flowers at Aikyou.  And then, I 
saw some tulips!  I never saw tulips in America, so I was very excited.  I learned the song “Tulip” when I was a 
child from my mother, and I had always wanted to see tulips, but I never did.  So I bought some at Aikyou, and 
they are on my table in my kitchen.  They are so pretty!
The third years graduated at Kofu’s Junior High School.  It was very sad!  I will miss the students; they were all 
good and smart kids.  But I am proud of them, and I know they will do well at their new high schools.  The 
graduation ceremony was very different from ceremonies in America.  First, most parents do not wear a suit at 
graduation ceremonies in America; they wear regular clothes.  Second, the other grades (first years, second 
years) do not attend the ceremony.  And third, graduation at the junior high school level is not a sad event; all the 
students go to the same high school, so they are happy instead of sad.
I can’t wait to see the six graders at the junior high school!  It will be fun!
See you later!
̃Connie

こんにちは、みなさん、
　私は、春が来るのを楽しみしています。先日、私は“あいきょう”でとてもきれいな花を見つけました。それは、
チューリップです。私はアメリカでチューリップを見たことがなかったので、とても興奮しました。子どもの時、私
の母は「チューリップ」の歌を教えてくれました。私はチューリップを見たかったのですが、見ることはできません
でした。ですから、私は“あいきょう”でそのチューリップを買いました。
　今、キッチンのテーブルの上にあります。とてもきれいです。
　先日、江府中学校の３年生は卒業していきました。とても悲しかったです。その生徒達と会えなくて寂しいです
が、彼らはいい子たちでしたし、勉強も頑張っていました。みんな新しい高校でも頑張ると思いますし、とても誇り
に思います。
　日本の中学校の卒業式はアメリカの中学校の卒業式に比べると色んな違いがあります。まず、アメリカでは、ほと
んどの親はスーツを着たりしません。たいてい、普段着のままです。また、１年生や２年生は卒業式には参加しませ
ん。さらに、中学校の卒業式は、悲しい行事ではありません。（生徒はあんまり泣いていませんね。）なぜなら、生
徒はみんな同じ高校に行きますので、悲しむどころか、みんな喜んでいるくらいです。
　私はいま、６年生が中学校に入学して来るのを待ちきれません！きっと楽しくなるでしょう！
では、また！
カーニー

カーニ
ー先生のほのぼのコラム⑧

平
成
24
年
度

　
　
　明
徳
学
園
修
了
式

　３
月
26
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
「
明
徳
学
園
」
の
修
了
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
、
明
徳
学
園
で
は
、
１

２
９
名
の
方
が
学
ば
れ
ま
し
た
。

　終
了
式
で
は
、
普
通
科
、
高
等
科
、

研
究
科
で
学
ば
れ
た
学
園
生
に
修
了
証

書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

永
き
に
わ
た
り
学
園
で
学
ば
れ
た
学
園

生
に
は
、
精
励
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　精
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。

【
精
励
賞
】

　●
17
年
生

　
　清
水
美
智
枝
（
佐

　川
）

　

　
　神
庭

　義
男
（
西

　成
）

　●
18
年
生

　
　森
谷

　満
恵
（
佐

　川
）

　
　福
岡
と
し
子
（
日
の
詰
）

　
　清
水
さ
つ
き
（
吉

　原
）

　●
19
年
生

　
　加
藤

　昌
子
（
池
の
内
）

　
　大
田
美
保
子
（
吉

　原
）

　
　清
水

　米
子
（
吉

　原
）

　●
20
年
生

　
　矢
下

　宗
正
（
新

　一
）

　
　小
田

　
　隆
（
池
の
内
）

　●
21
年
生

　
　官
能

　千
秋
（
本

　三
）

　
　清
水

　純
子
（
本

　四
）

　
　川
端

　君
枝
（
本

　五
）

　●
23
年
生

　
　上
田

　義
明
（
本

　五
）

　
　仲
嶋

　勝
利
（
本

　五
）

　
　川
上

　
　実
（
本

　五
）

　
　森
田

　喜
代
（
佐

　川
）

　
　藤
原

　嘉
久
（
池
の
内
）

　●
26
年
生

　
　川
上

　
　操
（
助

　沢
）

　●
29
年
生

　
　新
見
美
屋
子
（
袋

　原
）

精励賞を代表して受け取られる小田さん
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農
業
委
員
会
総
会
（
３
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認

・
農
地
法
第
３
条
許
可
申
請

　１
件

　

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画

　
　５
件

・
平
成
24
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達

　成
に
向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価

・
平
成
25
年
度
事
業
計
画

・
農
地
法
第
３
条
第
２
項
第
５
号

　下
限
面
積

４
月
の
農
地
相
談
会

農
地
に
関
し
て
日
頃
困
っ
て
お
ら
れ
る

事
や
疑
問
に
思
わ
れ
て
い
る
事
な
ど
農

業
委
員
が
受
付
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
25
年
４
月
30
日
（
火)

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

◎
場

　所

　防
災
情
報
セ
ン
タ
ー

農業委員会だより

　江
府
町
農
業
委
員
会
は
３
月
28
日

（
木
）
竹
内
町
長
・
日
野
尾
議
長
へ
農

業
の
現
状
と
課
題
な
ど
解
決
策
を
探
る

う
え
で
の
資
料
を
ま
と
め
た
「
農
地
白

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　今
日
、
農
業
を
取
巻
く
情
勢
は
担
い

手
の
減
少
や
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
農
地
利
用
を
め
ぐ
る
状
況
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
の
中
、
県
内
農
業
委

員
会
組
織
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
展
開

し
て
い
る
「
農
地
を
守
り
活
か
す
全
県

運
動
」
の
一
環
と
し
て
町
版
「
農
地
白

書
」
を
作
成
。
町
内
の
農
地
の
現
状
や

生
産
者
の
状
況
な
ど
農
地
に
関
わ
る
諸

問
題
を
様
々
な
角
度
か
ら
把
握
、
整
理

し
、
そ
の
情
報
を
広
く
積
極
的
に
提
供

し
て
い
こ
う
と
編
集
、
図
表
化
し
た
も

の
で
す
。

　農
業
委
員
会
は
同
農
地
白
書
を
分
析

し
江
府
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

持
続
的
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
農
業
を

創
出
し
、
そ
の
生
産
性
の
高
い
足
腰
の

強
い
農
業
を
目
指
し
て
行
政
、
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
役
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江府町農地賃借料情報
　平成24年１月から12月までに締結された賃貸借における賃借料水準

（10aあたり）は、以下のとおりとなっています。

※１．データ数は、集計に用いた筆数です。
※２．賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、30㎏当たり7,000円に換　
　　　算しています。
※３．金額は算出結果を四捨五入し100円単位としています。

データ数最低額(円)最高額(円) 備考(対象外)

江 尾 地 区

米 沢 地 区

日 光 地 区

神 奈 川 地 区

(参考)江府町平均

7,100

7,700

6,100

6,700

7,000

10,000

14,000

10,000

7,200

10,000

3,500

4,000

5,000

5,000

3,500

14

32

14

15

74

使用貸借(無償)９件

使用貸借(無償)９件

使用貸借(無償)1件

平均額(円)締結された地域名

１　田（水稲）の部

（100円未満四捨五入）

データ数最低額(円)最高額(円) 備考(対象外)

江 府 町 全 域 8,600 10,000 8,000 60 使用貸借(無償)3件

平均額(円)締結された地域名

2　畑（普通畑）の部
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江府町公共料金見直し委員会の答申について

　町では、江府町簡易水道・下水道料金の改定を平成２０年４月に行いました。料金改定に当
たって５年後に見直しを実施することになっており、江府町簡易水道・下水道料金について平成
24年11月に公共料金見直し委員会に諮問しました。見直し委員会では、料金見直し後の経過や町
の財政状況、住民の負担等をふまえ検証をしながら、今後更に進行する高齢化、過疎化による人
口推計を加味し、極力住民の負担を抑え、健全な施設運営ができる、住民が負担するべき適正な
公共料金の在り方について３回にわたり検討を行ない、平成25年２月26日に委員長から答申を受
けました。
　主な答申内容は次のとおりです。
■改定にあたっての主な視点
　①　高齢者世帯、子育て世帯等の負担増に配慮する。
　②　一般会計からの繰出しを極力繰出し基準に近いものとし、施設使用者が負担していくこと
　　　を基本として施設の健全化を図る。
　③　人件費は一般会計からの繰出しで賄う。
●簡易水道料金見直しについて
　①　基本水量は現在と同じ10㎥とする。
　②　高齢者世帯等の負担を考慮し、基本料金は据え置く。
　③　消費税増等に伴う住民生活負担を考慮し、超過料金の値上げ幅を抑え、超過料金は、１㎥
　　　当たり10円増の改定とする。
料金改定案

【例：一般世帯で20㎥使用した場合】
　現　行　900円+(85円×10㎥) ×1.05=1,837円
　改定案　900円+(95円×10㎥) ×1.05=1,942円　※現行より105円増となります
●下水道料金見直しについて
　①使用料の料金体系は現行と同様に均等割と人数割とすること。
　②高齢者世帯等の負担を考慮し、均等割り料金は据え置く。
　③消費税増等に伴う住民生活負担を考慮し、人数割り料金の値上げ幅を抑える。

【例：４人世帯の場合】
　現　行　1,800円+(390円×4人) ×1.05=3,528円
　改定案　1,800円+(490円×4人) ×1.05=3,948円　※現行より420円増となります

13mm

20mm

25mm

30mm

40mm

50mm

超過水量1～50㎥

51～100㎥

101㎥以上

900円

1,400円

1,900円

2,400円

2,900円

4,400円

85円

105円

135円

900円

1,400円

1,900円

2,400円

2,900円

4,400円

95円

115円

145円

超過料金

基本料金
10㎥まで

改定案現行料金

　(消費税は除く)

1,800円

1,800円

1,800円

1,800円

200円

町長が別に定める

1,800円

1,800円

1,800円

1,800円

200円

町長が別に定める

390円

200円

90円

390円

0円

町長が別に定める

490円

260円

120円

510円

0円

町長が別に定める

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

一般家庭

事務所等

学校等

飲食店等

地区公民館

その他

人数割（一人につき）均等割
種　別

現行料金 改定案現行料金 改定案
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■おわりに

　現在の上下水道料金収入の状況は一般会計からの繰入金に大きく依存している状況である。

今後は更に高齢化が進み、人口の減少が予想されることから使用料収入の減額も見込まれる。

町施設使用者がその経費を負担していくことを基本として施設の健全化を図るためには定期

的に料金を見直す必要があり、５年後に検証も含め見直し検討を行なう。

　また、水を活用した事業から生じる財源を水道会計に還元することも必要であり、多岐に

わたり検討していくことも今後の課題である。

　料金改定の実施にあたっては、子育て世帯の負担増について配慮されるとともに住民説明

会の開催や、町報等の掲載により、住民に理解を求めることを講じられたい。

●水道・下水道料金見直しにかかる参考資料

【参考：平成25年度簡易水道料金での比較】

【参考：近隣町の水道料金（税込）】

【参考：平成25年度下水道料金改定前後の比較について】

【参考：近隣町の下水道料金（税込）】

37,818千円

113,230千円

△75,412千円

41,898千円

113,230千円

△71,332千円

料金収入額　　　　　　　　　　　（Ａ）

人件費を除く一般管理費+借金返済額(1/2) 　（Ｂ）

不足額　　　　　　　　　（Ａ）－（Ｂ）

現　行

基本料金
人数割り

（１人につき）
下道料金試算(円/月)

一般家庭で４人家族の場合

改定案

１，８９０円

１，８９０円

２，８３５円

３，１５０円

４０９．５円

５１４．５円

４７２．５円

３１５円

３，５２８円

３，９４８円

４，７２５円

４，４１０円

江府町(現行)

江府町(改定案)

日野町

日南町

料金収入額　　　　　　　　　　（Ａ）

人件費を除く一般管理費+借金返済額(1/2) 　（Ｂ）

不足額　　　　　　　　（Ａ）－（Ｂ）

39,900千円

49,190千円

△9,290千円

42,500千円

49,190千円

△6,690千円

改定案現　行

10㎥

10㎥

10㎥

10㎥

945円

945円

1,260円

1,848円

89.25円／㎥

99.75円／㎥

126円／㎥

126円／㎥

1,837円

1,942円

2,520円

3,108円

10㎥を超え60㎥まで

10㎥を超え60㎥まで

10㎥を超え60㎥まで

１㎥あたり

江府町(現行)

江府町(改定案)

日野町

日南町

水道料金試算(円/月)
20㎥使用したとき

超過料金基本料金

超過水量 超過料金基本水量 基本料金

今後について
　公共料金見直し委員会の答申を受け、町民の皆さんに幅広い意見をお聞きするため、
パブリックコメントの募集や住民説明会を開催し、料金の見直しの方針について決定し
ます。
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課の名称などの変更について

人事異動・機構の見直しについて人事異動・機構の見直しについて

　江府町では、機構の見直しを行い、町民の支援体制の充実並びにまちづくりの一層の推進を図るため、課

の名称及び事務分掌の一部を改正しました。

　課名の変更により、住民課、企画財政課、奥大山まちづくり推進課を新しく設置しました。

課　　　名 電話番号 業　　　務　　　内　　　容

75－2211総 務 課 法規、文書管理、選挙、庁舎・財産管理、消防・防災、統計、
人事、給与、交通安全対策

75－3223住 民 課 戸籍、住民基本台帳、国民年金、庁舎総合案内、住民・印鑑登
録、税の賦課・徴収

77－2828奥大山スキー場管理課 奥大山スキー場管理運営、索道事業、市民農園管理、観光施設
指定管理、地域振興、自然保護

75－3305企 画 財 政 課 行財政改革、各種計画、広域行政、財政、情報施策

75－6111福 祉 保 健 課

75－6111地域包括支援センター

75－2055江 尾 診 療 所

保健・医療・福祉、国民健康保険、食生活改善、犬の登録、ボ
ランティア、介護保険、後期高齢者医療、消費生活

国内外交流、企業誘致、観光振興、特産品開発・振興、集落団
体活動支援、定住促進、町営住宅、公共交通機関、新エネルギ
ー、労働対策

75－6610農 林 課 農業、林業、商工業の振興、農林道新設、農林災害

75－3222奥大山まちづくり推進課

内科、外科、歯科口腔外科

高齢者福祉､在宅介護支援･相談､介護予防･生活支援､要援護高齢者支援

75－6111江 府 町 福 祉 事 務 所 生活保護、母子父子福祉等、障がい者（児）福祉

75－2211出 納 室 収入、支出に関すること

75－3307議 会 事 務 局 議会に関すること

75－6620農 業 委 員 会 事 務 局 農業経営の合理化、農地の異動・転用

教 育 委 員 会 事 務 局

75－2223教 育 振 興 課

75－2005社 会 教 育 課

75－2005公 民 館

教育委員会運営､教育財産管理､教育相談､児童保育､幼児教育

人権啓発、人権教育、男女共同参画

公民館活動支援

本の貸し出し、郷土資料等の収集・保存

施設管理、スポーツ振興

学校給食の調理、輸送

児童保育、子育て支援センター

放課後子ども教室、青少年育成、文化・芸術振興、社会体育、

文化財保護、生涯学習、歴史民俗資料館

77－2005図 書 館

75－3229運 動 公 園

75－2004給 食 セ ン タ ー

75－2704子 供 の 国 保 育 園

75－2624明道児童館・集会所

75－2005人 権 同 和 対 策 室

75－3306建 設 課
道路維持管理､公共土木災害､除雪、上下水道、屋外広告、地籍

調査、廃棄物処理、環境衛生、公害、三町衛生施設組合、砂防

宮本正啓副町長が退任

江府町副町長を務められた宮本正啓氏が
任期満了に伴い、3月31日に退任されま
した。宮本副町長は昭和47年に江府町
役場に入庁され、職員としまして37

年、副町長として1期4年間、合計で41年の間、多くの
知識と経験を生かし、江府町政の発展にご尽力をいた
だきました。特に、中国電力俣野発電所建設に際して
は献身的な働きをされました。今後益々のご活躍をお
祈りいたします。

新副町長に白石祐治氏が就任

　宮本副町長の退任に伴い、白石祐治氏

(53歳)が就任されました。白石氏は江府

町江尾出身で神戸大学を卒業後、昭和

57年に鳥取県庁に入庁され、平成23年4

月から2年間環境立県推進課長として県政の発展に寄与

されました。

(家族構成は妻、子供1男1女　　趣味はウォーキング。

座右の銘は「来る者は拒まず去る者は追わず。」)

特集　人事異動
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人　事　異　動（４月1日付）
【特別職】
副町長（鳥取県から出向）　白石　祐治

【課長級】

教育委員会事務局次長兼教育振興課長
（教育振興課長）　　　　　山川　浩市
住民課長
（会計管理者）　　　　　　森田　哲也
福祉保健課長
（農林課長）　　　　　　　瀬島　明正
奥大山まちづくり推進課長
（企画政策課長）　　　　　矢下　慎二
農林課長
（産業振興課長）　　　　　奥田　慎也

【課長補佐級】
総務課課長補佐
（企画政策課課長補佐）　　池田　健一
奥大山まちづくり推進課課長補佐
（町民生活課課長補佐）　　日野尾泰司
教育振興課課長補佐
（教育振興課主査）　　　　景山　敬文

【主幹級】
奥大山まちづくり推進課主幹
（総務課主幹）　　　　　　竹茂　良平
住民課主幹
（町民生活課主幹）　　　　藤原　　靖
住民課主幹
（農林課主幹）　　　　　　宇田川　晃

【主任級】
企画財政課主任
（企画政策課主任）　　　　中尾　達治
住民課主任
（町民生活課主任）　　　　田本　丈一

【主事級】
総務課主事
（企画政策課主事）　　　　浦部　達洋
社会教育課主事
（教育振興課主事）　　　　下垣雄一郎

新規採用（4月1日付）
江尾診療所歯科医師　　　　原田　勇聖
福祉保健課主事　　　　　　徳岡　美香
福祉保健課保健師　　　　　宮脇　圭子

研修受入
福祉保健課保健師
（鳥取県から派遣）　　　　太田　愛里

退　職（平成25年3月31日付）
副町長　　　　　　　　　　宮本　正啓
町民生活課課長　　　　　　西田　　哲
福祉保健課課長　　　　　　本高　善久

会計管理者
（人権同和対策室長）　　　中川久美子
社会教育課長
（社会教育室長）　　　　　川上　　豊
企画財政課長
（総務課課長補佐）　　　　川上　良文
人権同和対策室長兼社会教育課課長補佐
（総務課課長補佐）　　　　石原由美子

総務課主査
（産業振興課主査）　　　桑原　　巧
奥大山スキー場管理課主査
（社会教育室主査）　　　松原　俊二

企画財政課主幹
（企画政策課主幹）　　　谷口　博志
企画財政課主幹
（福祉保健課主幹）　　　道下　尚徳

奥大山まちづくり推進課主任
（町民生活課主任）　　　　大岩　寛明
子供の国保育園主任保育士
（子供の国保育園保育士）　大畑ひとみ

社会教育課主事
（産業振興課主事）　　　　川上　　瞳
住民課主事
（町民生活課主事）　　　　橋谷　　遥

農林課主事　　　　　　　　川上　柊維
建設課主事　　　　　　　　影山　陽平

町民生活課課長補佐　　　　中川　秀樹
江尾診療所歯科医師　　　　小川　真史

（　　　）は異動前

宮脇　圭子太田　愛里 徳岡　美香 川上　柊維 原田　勇聖影山　陽平

人事異動　特集

新規採用職員のみなさん
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くらしの情報

固定資産の縦覧と閲覧を行っています

○縦覧

　納税者が、自分の土地や家屋の価格が適正かどうかを確認するため、ほかの土地や家屋の価格と比較できる

「土地・家屋価格等縦覧帳簿」の縦覧を行っています。

■期　間　５月31日（金）まで（土・日・祝日を除く）８時30分～17時15分

■場　所　役場住民課

■縦覧できる人

　　　・固定資産税の納税者・納税者の同居親族・代理人

■縦覧内容　

　　　土地・・・所在・地番・地目・地積・評価額

　　　家屋・・・所在・地番・種類・構造・床面積・評価額

　　　　　　　　（所有者名、税額等は縦覧できません。）

■必要なもの　印鑑・本人確認書類（免許証、保険証等公的機関が発行したもの）

　　　　　　　委任状（代理人の場合）

■手数料　無料

○閲覧

　納税者は、所有の資産について「固定資産税課税台帳」に記載された内容を確認できます。

■期　間　縦覧期間ほか随時（土・日・祝日を除く）

■場　所　役場住民課

■閲覧できる人

　　　・固定資産税の納税者・納税者の同居親族・代理人・借地・借家人

■必要なもの　印鑑・本人確認書類（免許証、保険証等公的機関が発行したもの）

　　　　　　　委任状（代理人の場合）・当該賃借に係る契約書等（借地・借家人の場合）

■手数料　無料（縦覧期間のみ）

■問い合わせ先　住民課　☎75－3223

証明書発行の時間延長を行っています

　仕事の都合などにより、昼間役場に来ることができない方のために証明書の交付時間を延長しております。

■延長している日　月曜日、木曜日（週２日）

　　　　　　　　　※祝日、年末年始を除く。

■延長時間　午後７時まで

■交付できる証明書

　●住民票　　※住所異動（転入や転出など）は、受付しておりません。

　●印鑑証明　※印鑑の新規（変更）登録は、受付しておりません。

　●所得（課税）証明

　●軽自動車税納税証明（車検用）

■延長している場所　江府町役場本庁舎のみ

　※総合健康福祉センターや防災・情報センターでは時間延長しておりません。

　※戸籍関係の証明書やパスポートの申請・受取は、時間延長しておりません。

　※来られた方の本人確認を行っています。免許証など確認できるものをご持参ください。

　（例）運転免許証、健康保険証、介護保険被保険者証、年金手帳、年金証書、パスポート、在留カード、後期

　高齢者医療被保険者証　など

■問い合わせ先　住民課　☎　75－3223
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おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館
♪江府町立図書館♪
平　日　8：30～19：00
土日祝　8：45～17：30

開館時間

＊哲学
　スタンフォードの自分を変える教室／ケリー・マクゴニガル
＊人物
　ミドリさんとカラクリ屋敷／鈴木遥
　完全なる証明／マーシャ・ガッセン
＊生活
　とうふ美人のヘルシーレシピ80／木下あおい
＊生物
　原色金魚図鑑／岡本信明
＊文学
　世界から猫が消えたなら／川村元気
　ガソリン生活／伊坂幸太郎
＊ＹＡ(小学校高学年～高校生向き図書)
　彩雲国物語／雪乃紗衣
＊児童
　犬と人をつなぐ＊ドッグトレーナー宮忠臣／井上こみち
　とっておきの標語／村上しいこ
　ドラえもん科学ワールド*光と音の不思議／藤子･F･不二雄
＊絵本
　トンネルをほる／ライアン・アン・ハンター
　たったひとつのねがいごと／バーバラ・マクリントック

　（75）2005

春です！気分が一新される季節ですね。晴れ渡る空を見てい

れば、家の中に風を通してさわやかに片付けなどしたくなる

というもの。「片付け術」の本を中心に、家庭・生活お役立

ち本を特集していますので、ぜひご活用ください。

《特集リスト》

◆人生がときめく片付けの魔法／近藤麻理恵　◆使いきる。／有元

葉子　◆快適！わたしのお部屋／毎田祥子　◆持たない暮らし／金

子由紀子　◆捨てる勇気＊残す覚悟／土井けいこ　　　　ほか

★ 今月の＊お知らせ ★

「たしかに国岡商店の事業はすべてなくなった。残っている

のは借金ばかりだ。しかしわが社には、何よりも素晴らしい

財産が残っている。一千名にものぼる店員たちだ。彼らこ

そ、国岡商店の最高の資材であり財産である。国岡商店の社

是である『人間尊重』の精神が今こそ発揮されるときではな

いか」　　　　　　――百田尚樹『海賊とよばれた男』より

太平洋戦争の終結と共に始まる、再起、再生へのドラマ。混乱と貧困の中
から立ち上がる男たちの信念に、胸が熱くなります。
読んで損なし、今期の本屋大賞ノミネート作品！

★ 今月の＊おすすめの一節 ★

障がいのある人・家族が所有する軽自動車税の減免

　次の対象車両をお持ちで軽自動車税の減免を希望される方は、期限

までに住民課で申請ください。

■対象車両

・減免を受けることのできる自動車は障がいのある人一人につき一台

　です。普通自動車との重複もできません。

・身体に障がいのある人が所有する軽自動車で、本人または家族など

　が本人のために運転するもの

・身体に障がいのある十八歳未満の人、または精神に障がいのある人

　と生計を同じにしている家族の方が所有し、通院など障がいのある

　人のために運転するもの

・障がいのある人のみの世帯の場合、常時介護する方が所有し、介護

　ために運転するもの

■受付期限　４月23日（火）

■申請に必要なもの

　障害者手帳等・印鑑・運転免許証・その他要件を

　みたすことを証明できる書類

■お問い合わせ先　住民課　☎75－3223

春の全国交通安全運動が始まります

　４月６日～15日までの10日間、

春の全国交通安全運動が行われま

す。

　ドライバーは思いやりのある安全

運転を心がけ、子供や高齢者のそば

を通るときには十分注意し、スピー

ドを緩めましょう。

　交通ルールや交通マナーを守り、

交通事故防止を家族みんなで心がけ

ましょう。

★ 今月の＊新着図書 ★

しゃ

ぜ

江府町議会議員一般選挙のお知らせ

　任期満了（平成25年７月４日）による江府町議会議員一般選挙が下記の日程で行われます。

○告示日　平成25年６月18日（火）

○投票日　平成25年６月23日（日）



　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関でお

支払いください。

　なお、口座振替の方は、左記期限が振替日です。
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今月の国民年金
納付期限 ４月分　平成25年５月31日まで
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応援ありがとうございます！

平成25
年

4月1日
現在

延申込件数 　205件
（前月比＋2件）

延寄付金額  273万円
（前月比＋8万円）

ふ る さ と 納
税

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

関西方面

江尾診療所

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

町内各集会所等

総合健康福祉センター

町内各集会所等

広島

町内各集会所等

防災情報センター

13:00～16:00

13:30～16:00

13:30～15:00

13:20～15:30

9:30～11:30

13:20～15:30

13:00～15:50

9:30～

13:30～16:00

江府中学校修学旅行(4/19まで)

もの忘れ外来

第1回健康推進委員会

赤ちゃん健診

狂犬病予防注射(第1日目)

狂犬病予防注射(第2日目)

江府小学校修学旅行(4/26まで)

狂犬病予防注射(第3日目)

毛無山登山道開き祭

農地相談会

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

補聴器修理相談会
（トーシン補聴器センター）

受付
13:00～13:30

毛無山
(中国電力サージタンク前)

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

江尾診療所

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

13:00～16:00

13:30～15:00

10:00～12:00

もの忘れ外来

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

家族の会

補聴器修理相談会
（西日本補聴器）

平成25年度の国民年金保険料について

　平成25年４月分から平成26年３月分までの国民年

金保険料は月額15,040円です。保険料は日本年金

機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・

コンビニで納めることができます。

　また、クレジットカードによる納付やインターネッ

トなどを利用しての納付、そして便利でお得な口座振

替もあります。

　保険料は納付期限（翌月末日）までに納めましょう。

))
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と
て
も
春
ら
し

い
陽
気
が
続
く
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、

町
民
の
皆
様
に
は
、
元
気
に
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
先
日
に
柿
原
集

落
で
行
わ
れ
た
「
お
茶
会
」
に
招
待
を

受
け
て
出
か
け
ま
し
た
。
集
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女
性
の
皆
さ
ん
の
お
手
前
で
抹
茶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
不
作
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す
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手
元
に
作
法
の
漫
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絵
を
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備
い
た
だ

き
何
と
か
そ
の
絵
を
見
な
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ら
お
い
し
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た
だ
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ま
し
た
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何
か
と
気
忙
し

い
毎
日
で
す
が
ほ
っ
と
す
る
ひ
と
時
で

し
た
。
ま
た
、
「
お
茶
会
」
の
前
に
は
、

家
内
安
全
、
集
落
安
泰
を
祈
念
し
て
伝

統
行
事
の
数
珠
繰
り
が
行
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
柿
原
集
落
の
よ
う
に
町
内
の
各

集
落
で
は
、
伝
統
行
事
や
そ
の
他
の
活

動
に
よ
り
元
気
な
集
落
が
増
え
て
い
ま

す
。
町
の
活
性
化
は
、
各
集
落
の
活
性

が
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
各
集
落
の
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

町

長

後

記

町

長

後

記

小学校

中学校

保育園

保・小・中 卒業おめでとうございます保・小・中 卒業おめでとうございます
春は別れ、そして出会いの季節。今年も江府町の未来を担う子ども達が、新たなステー

ジに向かってそれぞれ卒業の日を迎えました。いつも成長を見守ってくれるご家族への

感謝の気持ちを忘れずに、様々な経験を通して大きく未来へ羽ばたいてください。


